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平成23年12月期第2四半期決算説明会資料

代表取締役社長 山口 侑男

平成23年8月19日

株式会社大日光・エンジニアリング
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会社概要

社 名 ： 株式会社 大日光・エンジニアリング

ＤＩ-ＮＩＫＫＯ ＥＮＧＩＮＥＥＲＩＮＧ Co.,Ltd.
本 社 ： 栃木県日光市瀬尾33-5
設 立 ： 昭和54年9月
公開市場 ： 大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（証券コード：６６３５）

平成19年3月上場

資 本 金 ： 8億5,630万円（平成23年6月末現在）

従 業 員 数 ： 単体 226人 連結 2,378人（平成23年6月末現在）

主 要 業 務 ： 電子部品実装を核とするエレクトロニクス製品の受託

加工事業。基板設計から、 適部品の調達、技術者の

派遣、製造、物流までのサービスを一貫して提供

連結子会社 ： 国内1社、海外4社（平成23年6月末現在）
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当社グループが生産する製品

自社設計電源基板ＢＧＡ／ＣＳＰ実装基板

電子部品実装部門の製品

機構組立（筐体組立）の製品

放送通信機器／中継機 ＰＯＳターミナル（ＯＥＭ生産）

両面多層／高密度実装基板
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連結決算詳細

単位：百万円 前年同期比

実績比較
H22年
第2Q

H23年
第2Q

金 額 割 合

売上高 17,588 16,765 ▲823 ▲4.7%

売上原価 16,336 15,795 ▲541

売上総利益 1,252 971 ▲281 ▲22.4%

販売費及び一般管理費 764 804 +40 

営業利益 489 167 ▲322
▲65.8%

営業外収支 ▲64 24 +88 -

経常利益 425 191 ▲234 ▲55.0%

特別損益 ▲ 14 ▲ 9 +5 -

税引前当期純利益 411 182 ▲229 -

法人税等 179 81 ▲98

当期純利益 232 101  ▲131 ▲56.7%
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１．売上高
＜国内＞
① ﾚﾝｽﾞ組立は震災の影響あるも軽微
② ｱﾐｭｰｽﾞは前年同期比減少
③ 産業機器向けが回復基調

＜香港・深圳＞
① LBPが増産基調継続、情報通信機器も日本からの移

管もあり増加
＜無錫＞
①ｺﾋﾟｰ機は震災による日本からの部品不足で減少、ﾚﾝｽﾞ

組立も同様、社会生活系は堅調
２．営業利益
①国内は売上高減少で固定費率上昇、海外は円高によ

る部品費上昇、人件費上昇
②販売管理費も人件費の上昇等により増加

３．経常利益
① 海外において人民元切上げにより為替差益を計上

４．特別損益
①震災関連の特別損失は軽微

５．当期純利益
①国内は実装部門減少により減益、海外も人件費高騰・

円高の影響で減益
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連結業績推移

20,293 20,410

12,127

17,588
16,765

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

１９年 ２０年 ２１年 ２２年 ２３年
-1,000

-800

-600

-400

-200

0

200

400

600

売上高

営業利益

経常利益

純利益

（百万円）



7

連結経常減益要因分析

(22年上期)
経常利益

425百万円

売上総利益
の減少

282百万円

①国内で、売上
高減少により粗
利率が低下
②海外で、円高
による部品価格
上昇、人件費高
騰 (23年上期)

経常利益
191百万円

営業外収支の
改善

８８百万円

販管費の増加
40百万円

販管費率は人件費増加
等で4.3%→4.8%に上昇

海外で為替差益を計上



所在地別セグメント売上高・営業損益推移

日 本

アジア
売上高は、ﾎﾞﾘｭｰﾑｿﾞｰﾝ
のLBPが堅調,ｺﾋﾟｰ機用

は部品不足、全体では
増産基調堅持

営業段階では人件費増
等で減益となるも、経常
段階では人民元高で減
益幅縮小
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現地通貨で見たセグメント別売上高動向（中間期）
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連結貸借対照表

(資産の部) 単位：百万円 22.12.31 23.06.30 増減
（負債の部） 単位：百万
円

22.12.31 23.06.30 増減

流動資産 16,309 16,695 386 流動負債 13,361 13,487 126

現金及び預金 1,833 2,866 1,033 支払手形及び買掛金 6,759 6,180 ▲579

受取手形及び売掛金 7,185 6,533 ▲652 短期借入金 3,012 3,291 279

商品及び製品 691 841 150
1年内返済予定の長期借入
金

1,965 2,679 714

原材料及び貯蔵品 5,197 5,108 ▲89 1年内償還予定の社債 371 324 ▲47

その他 1,403 1,347 ▲56 その他 1,254 1,013 ▲241

固定資産 4,217 4,521 304 固定負債 5,027 5,508 481

有形固定資産 3,379 3,684 305 社債 410 247 ▲163

建物及び構築物 1,104 1,067 ▲37 長期借入金 4,487 5,119 632

機械装置及び運搬具 1,885 1,780 ▲105 その他 129 141 12

土地 186 466 280 負債合計 18,387 18,995 608

その他 204 372 168 (資本の部 )

無形固定資産 92 93 1 株主資本 2,704 2,781 77

投資その他の資産 746 744 ▲2 評価・換算差額 ▲ 628 ▲629 ▲1

投資有価証券 275 253 ▲22 少数株主持分 63 69 6

保険積立金その他 471 491 20 純資産計 2,139 2,221 82

（資産合計） 20,526 21,216 690 （負債・資本合計） 20,526 21,216 690

10
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上期・下期別売上高動向
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平成２３年度業績予想

連結

単位：百万円 実績 予想 前年同期比

平成22年 平成23年 金額 割合

売上高 ３６，４２８ ３８，５１７ ＋２，０８９ ＋５．７%

営業利益 ６７７ ７８０ ＋１０３ ＋１５．２％

経常利益 ６２０ ６２７ ＋７ ＋１．１％

当期純利益 ３２２ ３７０ ＋４８ ＋１４．９％

12
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下半期の方針：独自技術を磨く（Ｄｏ ｉｔ ｍｙｓｅｌｆ）

大日光(瀬尾工場）

大日光（根室・杉の郷工場）

トロワ無錫（第１工場）

トロワベトナム

トロワ香港

トロワ無錫（第２工場）

社会生活関連の受注推進
原価低減活動の強化

生産活動開始時期見極め中

原価低減活動の推進
社会生活関連の受注推進

根室工場
治工具・検査機器の自社開発

瀬尾工場
レンズ洗浄機器の自社開発

ニュートロワ（深圳工場）

平成23年度下半期の取組

・Ｄｏ ｉｔ ｍｙｓｅｌｆを合言葉に、治工具、検査機器、洗浄機
器等の自社技術による製作を推進
・社会生活関連機器用、産業機器用の拡大に注力
・工程改善運動の推進により人件費削減

トロワ香港／台北支店


